
　第一生命グループは、お客さま、社会、株主・投資家の皆さま、従業員からの期待に応え続けるための企業
行動原則として「DSR憲章」を定め、持続可能な社会づくりに貢献します。
　「DSR」とは、「第一生命グループの社会的責任（Dai-ichi’s Social Responsibility＝DSR）」を表し、
PDCAサイクルを全社で回すことを通じた経営品質の絶えざる向上によって各ステークホルダーに向けた社会
的責任を果たすと同時に、第一生命グループの企業価値を高めていく独自の枠組みです。

第一生命グループ 企業行動原則 （DSR憲章）

お客さま満足
お客さまの一生涯のパートナーを目指し、お客さま満
足を追求した高い品質の商品・サービスを提供します。

コミュニケーション
すべてのステークホルダーに対して説明責任を果たす
とともに、いただいたご意見を真摯に受け止め、積
極的に企業経営に反映します。

コンプライアンス
高い倫理観を持ち、あらゆる事業活動においてコン
プライアンスを徹底します。また、プライバシーを尊
重し、個人情報をはじめとする各種情報の保護・管理
を徹底します。

人権尊重
各国・各地域において、文化および慣習を尊重し、そ
の発展に貢献する経営を行います。また、人権を尊
重し、人権啓発に積極的に取り組みます。

ダイバーシティ
多様な人財が活躍できる働きがいのある職場環境を
確保し、心と身体の健康増進を図りつつ、積極的な
人財育成を行います。

環境保護
地球環境保護を社会的責任と捉え、日常的かつ継続
的に環境保護活動に取り組みます。

社会貢献
「良き企業市民」として地域社会とともに発展するこ
とを目指し、社会貢献活動を行います。

企業価値
持続的な企業価値の創造に向けて、経営資源の有効
活用・業務の生産性向上を推進するとともに、財務基
盤の維持・強化を図ります。

DSR経営とは

　ここ十数年来の当社の経営の枠組みは、名称や取り組
みの形は変化しているものの、一貫して「経営理念・経営
基本方針を実現するために、自らPDCAサイクルを回し
ながら、一段高いレベルの経営品質を目指す」ことを基本
としてきました。
　そして2010年、当社の経営は、一般的なCSRという
言葉の枠に収まらない当社独自の取り組みとして、第一
生命の「D」を頭文字として「DSR＝Dai-ichi’s Social 

Responsibility（第一生命グループの社会的責任）」と表
現し、意識も新たにスタートを切りました。これまで取
り組んできた、お客さま視点でのさまざまな対応や、職
員の育成取り組み、コンプライアンス推進や事務プロセ
スの改善、CS・ES向上に向けた取り組みなど、あらゆる

活動においてPDCAサイクルを回し、常に一段高いレベ
ルを目指します。
　当社独自のDNAともいうべき経営品質向上の考え方
や行動様式を、DSRという新しい旗印を掲げることによっ
て改めてすべての役職員が認識し、すべてのステークホル
ダーの満足を高めるべく全力で実践していきます。

　DSR経営の本格展開にあたり、第一生命グループがす
べてのステークホルダーの皆さまに対する責任を果たし、
ご期待に応えていく行動のあり方を社内外に明確に打ち
出すべく、「第一生命グループ 企業行動原則（DSR憲章）」
を定めました。
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